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――賀茂祭をめぐる和歌の旅
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高校の教壇で久しく『源氏物語』や『枕草子』を教えてきたのに、
その舞台である「内裏」が現在の京都のどこにあったかを知らず、「山なら比叡、寺は三井、祭といえば賀茂祭」などと生徒たちに丸暗記させておきながら、一度もこの目で「 を見ずに教職辞してしまった は、まことに迂闊な首尾 あった。
 
 
京都の市街地図を開くと、現在の京都御所はずいぶん鴨川寄りに
ある。葵橋を渡れば下賀茂神社の鎮座する糺の森もすぐそこだ。かつて平安京の人々が殿上人から庶民にいたるまで、祭の行列を見るために埋め尽くしたという都大路は、一体どのあたりだった か。趣向を凝らした牛車を仕立てて見参した伊達者の貴族 ちも、御所と神社がこんなに近距離とあっ は 物客にそれほ アピールのし甲斐がなかっ のではあるまいか。
 
 
ぼんやり抱えていた長年のそんな疑問が、このたびの調査旅行
にわかに氷解した。平安京の大内裏は今の御所から二キロほど西にずれていたという。それだけ 距離があれば、遠国 はるばる上京した物見高い人々もまじえて、都 見物客 一条大路に桟敷や人垣を作ってひしめき合 、祭の興奮は存分に高まっ ことだろう。
実際に一条大路（現況は案外狭い）を横切って大内裏跡から南下し大極殿跡まで歩いてみると、間口の狭い町家が軒を並べる路地の背後から、往事の祭の喧噪が折折立ちのぼってくるような、不思議な感覚にみまわれた を覚え い 。
 
 
煩雑な校務や手の掛かる生徒の指導に追われ、その合間に行う授
業はきつい山登りの途中で汲みほす一掬の石清水 ごとき清涼さがあった。むろん多くの生徒は古典などに興味を持たず、さざめく私語を制しながらの授業だったが、一学年五クラスも担当すれば一人か二人、俯きがちにこちらの話に聞き入りきれいな文字でノートを取る生徒もいる。
 
 
その年の授業の成否は、そうした生徒をいち早く見抜くことにか
かっていた。たいて は物静かで目立たない女子生徒たち。これと思う生徒を見つけると、私 こっそり「わが内親王」と呼び、内親王に奉るべくせっせと教材研究に励んだものである。
 
 
いにしえの皇女という出自が呼び起こすどこか世離れした面差し
と、かしずかれ 日々に作られた鷹揚な受け身を思わせる の存在は 遙か律令制の時代 文芸や書道 管弦 ど伝統 文化を次代へと伝える重要な担い手だったように思われ かつて仕事と子育てに忙しかった日々にも、古典文学の楽しさを手放さずにやってこられたのは、教室にいた内親王たちのおかげだったのかもしれない。
 
 
賀茂祭に関わる内親王といえば、まずは一条朝に大斎院と異名を
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取った選子内親王を挙げるべきであろう。村上天皇の第十皇女で母は中宮安子。天延三年（九七五）の卜定以来天皇五代にわたる五七年間を斎院の座にあった人物であ 。
 
 
斎院とは「神の嫁」として賀茂神社に仕えた未婚の内親王もしく
は女王のことで、天皇が即位すると原則として天皇一代に一度の卜定があった。伊勢神宮の斎宮とともに、王権の堅持を内側に存続する古い信仰の層から支えた存在である。それぞれ王朝の和歌や物語の世界には、彼 ちの少なからぬ足跡が残さ てい 。たとえば『源氏物語』に登場する朝顔の君は、源氏の再 の口説きに靡かなかった希有な女性だが、元斎院という特殊な設定と大いに関わりがあろう。源氏の「色好み」に憧憬という精神的な側面を添えるの 、重要な役回りとなっている。
 
 
また、伊勢の斎宮からは『伊勢物語』の「狩の使」 段がすぐに
思い出される。斎宮との強い禁忌あってこそ盛り上がる恋 情念は男に、 「かきくらす心の闇にまどひにき夢うつつとは今宵定めよ」詠ませたが、同じ状況の贈答歌は『古今和歌集』 も収録され 当時の貴族社会における関心 高さがし ばれる。斎宮との一夜 密会は、王朝文学全体における、劇的な悲恋 場面であった。
 
 
賀茂神社の斎院であった選子内親王はきわめて独自で閉鎖的な場
にありながら 多くの優れた女房を集めて風雅な文芸サロンを営み、女房たちとの和歌の贈答でその雰囲気を伝える『大斎院前の御集』『大斎院御集』を残している。前者は選子二十代、後者は五十代の
記録である。洗練された教養と風雅や機知の実践は、後宮における定子や彰子のサロンにも影響を与え、その存在感は清少納言や紫式部、 和泉式部など同時代の才媛たちの筆によってもうかがい知れる。
 
 
天皇一代に一人の斎院という原則がありながら、選子はなぜ大斎
院と称されるほど長くそ 座を占めることとなったのか。父の村上帝の死後は選子の同母兄の冷泉・円融帝が続いて即位し、その後は花山、一条、三条、後一条帝と 両帝の皇子たちが交互に天皇になった。その間の約七十年は、藤原氏によ 摂関政治が展開から崩壊の兆しに至るプロセスとほぼ一致し、選子が斎院 座にあった五七年という歳月はすっぽりその間に収まるかたちとなる。
 
 
選子が円融帝の御代に卜定された後、花山、一条帝には斎院候補
になるべき適当な皇女が なかったことが、選子の続任という例外的措置をまず招い のだろう。そして次の三条帝は、道長が孫の後一条を即位させるために圧迫した結果、生来 眼病の悪化もあって心ならずも譲 した天皇として知られる。第一皇子が皇太 となってもわずか一年余で辞退させられ、斎院 してしか べき皇女があったが、皇太子同様に排除されたと思われる。
 
 
道長と選子の関わりは『大鏡』や『栄花物語』が伝えるが、 『後拾
遺和歌集』が載せるやりとりを見てみよう。
 
 
光いづる葵のかげを見てしかば年経にけるも嬉しかりけり
 
選子内親王
 
― 33 ― 
もろかづら二葉ながらも君にかくあふひや神のしるしなるらむ
 
入道前太政大臣
 
  
寛弘七年（一〇一〇） 、 選子四七歳の年の賀茂祭に左大臣藤原道長
と交わした贈答歌。その年の祭の日、道長は孫の若宮を抱いて斎院の輿を待ち構えていたという。 『大鏡』は道長が幼い後一条院・後朱雀院を膝に座らせ桟敷で待ち、輿が来るやいなや「この宮たち見たてまつらせたまへ」と斎院に向けて申し述べたことを伝えている。一首目は、 輿の中か それを見 斎院が後に詠んで贈った歌である。
 
 
光を放っている葵（若宮）のお姿を拝見しましたので、このよう
に年を取るまで生きてき のが本当に嬉しく存じます。
 
 
道長の歌の「もろかづら」は葵の異名で二葉は幼い若宮をいう。
外祖父である自分が孫と一緒に斎院にお会いできるのは、賀茂の神のご加護であろうか、 と返している。葵はあふひ、 「逢う日」の掛詞。斎院と勅使の格式高い行列一行が、輿や牛車、冠、烏帽子、傘などに葵の葉を飾る習いにちなんだ言葉のシャレを、王朝人 ちはこのほか喜んだ。賀茂祭といえば葵 それ 神や人と「逢う日」とう発想が共有され、多く用 られた技法である。
 
 
双方とも儀礼的な挨拶歌ではあるけれど、賀茂の斎院と時の左大
臣とのやりとりとあれば、 そこに政治的 思惑 潜むのは否めない。道長は賀茂の神に自らの血統を確認させたわけであり、選子にとっても権力者に阿諛する恰好 機会となった。
 
 
このやりとりを仄聞した藤原隆家は、選子のことを「追従深き老
い狐」と言い捨てた。隆家は清少納言の仕えた中宮定子の兄で、かつて道長との権力闘争に完膚無きまで敗れた中関白家の一員である。祭に華やぐ大勢の見物客を前にした道長の得意満面に、生来負けず嫌いだったと伝わる隆家の忸怩たる無念さはいかばかりだっただろう。権力闘争に敗れた側のあわれをそそる、 『大鏡』が伝えるエピソードであ
 
 
選子は時の権力の動向を察知するのに鋭敏な感覚を持っていたと
いわれるが、早くに両親と死別し後ろ盾のない斎院という不利な立場にありながら 半世紀にわたって敬意 注目を集め続けた風流人としての才覚と、人間的な包容力は半端ではなさそうだ。
 
 
ある年の霜月つごもりに、風邪をひいた選子は女房たちを御前に
呼び寄せた。そ 折に怪しい不審者の影を見 立ち竦んだ女房が、渡り廊下を渡れなくなってしまう。同僚が集まっ 灯を もしてるとそれは人ではなく、内橋（建物をつ ぐ取り外しの出来る板）が立てかけら ていたのだった。女房たちは「はらのわたたゆばかりにわらひ」 、さっそくその顛末を三十一文字に詠み合って盛り上がる。
 
 
締めくくりは選子の一首で納められ、暮らしのささやかな波風が
雅の実践の場となって記録される。詠まれた歌自体はどれも何というほどもない歌ばかりなのだが、時にユーモラスな表情も見せる選子サロンの特色がほの見える。細やかな配慮と当意即妙の機転で、王朝の女流文芸をリードした特異な歌人として忘れが 。
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※
 
 
歌の贈答があった賀茂祭の前年、寛弘六年（一〇〇九）の春に、
道長の娘である中宮彰子のもとへ一人の女流歌人が出仕した。中流貴族の娘に生まれ受領の夫を持つ身でありながら、卓越した歌才で二人の親王と浮き名を流した和泉式部である。恋の相手は弾正の宮為尊親王と帥宮敦道親王。二人は冷 帝の皇子で三条天皇と 兄弟にあたる血統を持ち、ともに和泉を遺して早世してしまう。高貴な二人の恋人に先立たれた和泉式部が
、おそらくは道長のはからいで
中宮彰子 許へ仕えることになった。
 
 
身分違いの相手との恋は、夫も子もある中流の女を千年後まで語
り伝えられる不世出の女流歌人へ 変容させた。兄 とは宮が疫病で病死するまでのごく短い付き合いであったが、中流から上流へ、和泉の上昇志向にきっかけを与えた存在として 意味は大きい。
 
 
そして兄宮の死後一年経たないうちに弟の敦道親王が、亡き兄宮
の恋人だった和泉に近づいた。橘の花の一枝をきっかけ 始 った二人 の成り行きは、 『和泉式部日記』に記されている。
 
 
和泉は敦道親王の自邸に召人の立場で引き取られるのだが、それ
が原因で宮の北の方は実家に戻ってしまう 年下の親王と、恋の噂の絶えない女流歌人 恋。それはごく狭い貴族社会で退屈を持て余す人々に、恰好のスキャンダルとして迎えられた。今だったら連日ワイドショーのネタとなったことだろう。
 
 
けれども、和泉は敦道親王との恋によって天賦の才を存分に発揮
することとなる。宮自身は和泉との贈答歌の他には御集を残していないが、和歌にも漢詩にも造詣が深かった。宮主催でたびたび開かれた漢詩や和歌の集まりは、和泉にとって大きな文学的刺激となったろうし、宮は 泉 歌才の良き理解者であり信奉者でもあっ 。
 
 
敦道親王との満ち足りた日々は、宮の突然の病死によってわずか
四年ほどで終止符が打たれるが、そ 服喪に詠まれた哀傷歌一二二首は現在「帥宮挽歌群」と呼ばれ、和泉式部の歌集の白眉となっている。
 
 
和歌のやりとりは残されてないけれども、賀茂祭をめぐる和泉式
部と敦道親王の注目すべき逸話に少しだけ触 ておきたい。 『大鏡』と『栄花物語』に伝えられており、寛弘二年（一〇〇五） 、 が帥宮の邸に移った翌年の賀茂祭であった。この年の祭は道長の長子十四歳 頼道が祭の使に立ったの ことさら 盛り上がり、見物殿上人たちはここぞとばかり 新奇な趣向を凝 た物見車を仕立てて、道長、倫子の桟敷の前を往来し しい。中でも特に目立ったのが、梨地漆で仕上げた花山院の華美な一行と、和泉式部を同乗させ 帥宮の牛車であった。
 
 
二人の乗る牛車の簾を縦半分に裂いて帥宮 方だけを高々と巻き
上げ、和泉の姿は見えないようにして、美麗な十二単の袖や裾を長くたっぷりとおし出させ、地面すれすれ 垂らした紅色 袴には、物忌みと書かれた幅広の赤い色紙が付けてあっ 。こ 珍奇なパフォーマンスは大成功で、斎院の行列よりもよほど人目を引 たと
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いう。
 
 
紅い袴に付けた物忌み札とは、月の障り、月経の暗喩だろうか。
本当に和泉が物忌みの日に当たっていて、それを押しての見物だったとはとても思えない。 『大鏡』の語り手もこうした行動を、 「少し軽々（軽率） ぞおはしましし」と難じる口ぶりだ。スキャンダラスな自分 ちの恋の道行きを、自嘲気味に演じ 見せつけようとする行為にはどこか退廃 気配が感じられる。
 
 
三条院の異母弟であれば、場合によっては皇太子、次帝の地位さ
え巡ってくる可能性があった。望んでも望まなくても自分の思惑とは全く別のところで運命 決められてゆく自らの立場、権勢に翻弄される傀儡でしかありえない焦燥がヒステリックな抵抗となって和泉式部を求め、彼女にはそん 恋人の内面がよく見えており、全身全霊で宮に向き合い抱き めていたように思う。
 
 
帥宮に先立たれた二年後、和泉式部は中宮彰子に出仕した。参内
してまもない新参者の女房に、 主の彰子から歓迎 気持ちが詠んで贈られた。賀茂祭で人 少な 御前で 贈答が『和泉式部集』に記されている。
 
 
木綿ゆ
ふ
かけて思はざりせばあふひぐさ標
しめ
の外
ほか
にぞ人を聞かまし
 
中宮彰子
 
標の内に慣れざりしより木綿襷心は君にかけてしものを
 
和泉式部
 
 
彰子の歌、 「木綿」は麻などで作った弊のことで、榊の枝などに掛
けることから「かけて」を導く序詞として使われる。上の句の意は、「神に願をかけて又私の心に掛けてあなたを思ってこなかったら」となろうか。下の句の 標」は、幣で囲った祭の聖域を指すと同時に「わが領域内」 意味し、 「 （もし私が熱心にあなた 望まなかったら）部外者としてあなたのことを、風の頼りに聞い だけでしょう」と言っている。
 
 
ずっとあなたのことを気に掛けておりましたのよ、こうしてわが
身近にお迎えできて嬉しいことです。どうぞ宜しくね。
 
 
こんな一首を出仕早々に主人からたまわった恐縮と感動を 和泉
は贈歌の言葉を巧みに引 取り がら返している。 「標」の外と内を空間上で対応させ、 「思はざりせば」には「慣れざりしより と、二人が出会う以前 時間に遡及して「思い」 相手に決して劣らぬことを訴えている。 「木綿襷」は木綿を撚って作った襷のことで神事に用いられた 、ここ は「かけて」に続く枕詞 してのみ用いられて意味はない。
 
 
私こそ彰子様の御前に参ります前から、心はひたすらあなた様を
お慕い申しておりまし 。末永く宜しくお願い申し上げます。
 
 
「あふひ」 「木綿」 「標」はみな賀茂祭の縁語で、二人のやり り
に臨場感を添えている。若くて元気な女房たちは祭の見物 出払て、御前はきっとひっそりとしていたことだろう。口さがない同僚たちの目 つかない ころで、それとなく大物新人に好意を示した
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彰子の歌からは、思慮深さと思いやりが感じられる。この時の彰子は二二歳、和泉式部は三一歳ほどだった。
 
 
上東門院彰子はサロンを統べる女主
人として、清少納言が心酔し
た中宮定子のような華やかさ なかったものの、その歌か 控え目で細やかな配慮 できる人柄が想像できる。
 
 
後年、和泉式部と一緒に出仕した娘の小式部内侍が藤原公成の子
を産み産褥で亡く ると、娘に先立たれて悲嘆に暮れる和泉に、心のこもった温情を示している。
 
 
ある時和泉の許に「露置きたる唐衣まゐらせよ、経の表紙にせむ」
と、彰子からお達しがあった。小式部の形見である露の模様の唐衣を、経の表紙にするから進上せよとのこと 亡き娘の晴れ着の模様を女主人が覚えていて下さった、それだけでも母には栄えある思いであったろう。そのうえ、その唐衣を供養の経の表紙 仕立て直して下さるのだ。誉れと悲しみが、交互に和泉の胸を締め付け 。
 
 
古語で露は「置く」といった。涼しげな露の模様は、夏向きの装
束だったのだろうか。亡き娘を偲んで手にすれば、は 娘 命を暗示しているようにも見える。形見 唐衣 添えて彰子に贈った一首。
 
置くと見し露もありけりはかなくて消えにし人を何にたとへむ
 
和泉式部
 
 
形見の装束に露の模様はたしかにございました。露よりもはかな
く消えていった娘の命は一体何にたとえたらよいのでしょう。悲しみはたと ようがありません。
 
 
亡き小式部内侍は母に似て才気闊達な質で、後宮での華やかな恋
の逸話も残されている。和泉にとっては最愛の、そして自慢の娘もあり、娘を哀傷する挽歌群は帥宮挽歌に比べ数こそ少ないが、引けを取らない秀歌揃いであるのも痛ましい。
 
 
二人の心の交流を思わせる小さな寺が、賑やかな「新京極通り」
に今もある。かつて京都の修学旅行で生徒に土産物を買わせる定番の場所だった れども、昨今では若者向け 衣料品店や飲食店が増えてずいぶん様変わりした。シネコン（複合映画施設）なども出来、観光客だけでなく地元のカップルや親子連れなどが休日を楽しむのも似合いそうなあか抜け 雰囲気だ
 
 
こう書くと東京にはよくありがちなファッション通りのようだ
が、京都はやはり千年の都であって奥が深い。新京極の賑わ ど真ん中に、王朝の女流歌人和泉式部が初代の住職を勤めたという誠心院が、さりげなく山門を開いていたりす ビルに囲まれて るからロケーションは今ひとつで、境内もごく狭い 和泉式部の墓といわれる石塔に手を合わせ、本堂横の軒端の梅に因む歌碑など読んでも、一周するの 五分とかからない。
 
 
寺伝によると万寿四年（一〇二七）に彰子が父道長に勧めて、法
成寺の中の東北院に寺を建立させたのが起こりだという。和泉式部
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の晩年をあわれんだ彰子は、その一庵を彼女に与えたという伝説がある。場所は現在の京都御所の東側、荒神口辺りらしい。
 
 
鎌倉時代に小川通り一条上ル誓願寺の南に移転し、天正年間秀吉
の命で現在の場所に移された。 明治四年には京都府知事 よって 「新京極通り」が通されて、境内を二分してしまったという。
 
 
その後寺門は荒廃を極めたが、歴代住職の粉骨砕身によって近年
「和泉式部寺」の名を高めている。おそらくは浄土教と女人成仏が和泉式部の説話と結びついて、近世に和泉式部信仰を集めた寺なのだろうが、こ 寺と和泉式部が結びつけられた要因の一つに 彰子と和泉の主従を越えた女同士 心の交流があった。
 
※
 
 
さて、私の中の「わが内親王」のイメージとは、大斎院よりも二
百年近く時代を下った式子内親王で
ある。百人一首の「玉の緒よ絶
えなば絶えねながらへば忍ぶることの弱りもぞする」は、小学生にも知られている。
 
 
後白河院第三皇女、母は藤原季成女成子。少女期から十一年間、
賀茂神社の斎院として俗世と隔絶した環境に成人し、退下した後は和歌に精進して同時代屈指の女流歌人となった。建仁元年（一二〇一）に五三歳で逝去した 伝えられる。
 
 
二一才で斎院を退下して間もなく妹や母と死別し、弟の以仁 が
平氏討伐を企てて発覚して戦死するなど、歌人の身辺にはつねに孤愁の影が漂い、それが内省的な歌風とも重なって式子内親王 中世
の和歌世界に独自の位置を占めている。
 
 
式子内親王は摂関体制の崩壊を目の当たりにした歌人である。喪
われゆく時代への追憶と哀傷を一身に具現しているが、斎院の身の上は、目まぐるしく変動する政権の地殻変動から身を引いたところでの処世を許され、退下 後に発覚した弟の叛乱と討死も、直接式子の身を脅かすことはなかったようだ。
 
 
式子は歌壇と交渉を持たず藤原俊成を師に詠作したといい、俊成
は歌論『古来風躰抄』 奉り、息子定家もまた青年時代に参入して以来式子の最晩年に及ぶまで、昵懇に の指導に関わったらしいことが、彼の日記 明月記』からうかがえる。俊成の二人 娘も女房として仕えていたというから、 家族ぐるみの交流だった 思われる。
 
 
謡曲「定家」のみならず、巷間には定家の内親王に対する恋情の
妄執が流布 きたが、それは式子内親王の恋の歌にある詠嘆 激しさと、定家の『明月記』の内親王に関する記載の克明さが紡ぎ出したものだろう。 に 晩年 病についてそ 病状 具体的な記録 ある点について、竹西寛子は定家自身が実によく病み苦しんだ歌人であることと、父譲りの権威好みから皇女との懇意な立場を自己演出した可能性を指摘し いる（ 『式 内親王』講談社） 。
 
忘れてはうち嘆かるる夕べかな我のみ知りて過ぐる月日を
 
式子内親王
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『新古今和歌集』に四九首が入集しているが、そのうち四分の一
が恋の歌でどれもが題詠。この歌は「玉の緒よ…」と並んで作者を「忍恋の歌人」たらしめた秀歌である。二首どちらを採るかと問われたら、私は迷いなくこちらを選びたい。
 
 
そのことをつい忘れてしまって嘆くこの夕べ。あの方は何も知ら
ない片思いの恋 そう心得て耐えてき 時間を忘れ、あなたが来るのを待っていたこの夕べ、 心はいまにもくずおれてしまいそうです。
 
 
詠嘆性の強い上 句に意表を突かれて、すっと引き込まれる。何
か思い出して嘆くのではなく、何かを忘れてしまったから嘆くとう。下の句でそれが「片思いの自覚」だと述べ 一見恋の歌を装ってはいるけれども、ただ一人夕べ 虚空に向き合 来 方も行く末も見えがたく立ち尽くすおのれを見てしまった者の、癒され い孤独が伝わって る。
 
 
今風に「抑圧」などといってしまうのは気がひけるが、自分を抑
えることで日常の平衡を保ってきた人間にある時不意に訪れる生の激情。身を任せた途端、破局が訪れる は十分わきまえながら 何者かに魅入られたようにその得体の知 ないパッションから逃れれない自分。この歌からは、人間の意識と無意識の狭間を見詰める知的な視線が感じられないか。そこ
には現代にも通用する、歌の深
い味わいがある。
 
 
世俗の哀楽を知らず限られた不自由を強いられる生活とはいえ、
式子にとって斎院時代は懐かしい清浄な心の拠り所であ た。
 
 
 
みたらしや陰絶えはつる心地して志賀の浪路に袖ぞぬれにし
 
式子内親王
 
 
 
忘れめや葵を草にひきむすび仮寝の野辺の露のあけぼの
 
  
一首目は賀茂の斎院を退いた直後の歌で、式子二一歳の作。斎院
の任の果てた後に、志賀の唐崎で祓いの儀式があり、その折の感慨が素直に詠まれている。 「みたらし」は賀茂神社の境内を流れる小川のことで、式子は祭儀のたびに禊をした思い出がある。その水面に映るわが姿は絶えて消え しまったと、志賀の湖に袖を濡らしつつ涙している。
 
 
次の歌も、退下してほどない頃に作られたもの。葵祭の主催者の
立場で神事に臨んだ早朝のシーンを、緊張感とともに感慨深く思い出している。 「仮寝 野辺」とは祭の前日 潔斎のために籠もる仮屋（神館）を示し、 葵を草にひきむすび」はそこに葵を飾ったことを指す。身の引き締まる神事の朝空を、 「忘れるでしょうか、決して忘れません」と初句切れで印象づけ、結句「露のあけぼの」の柔らかい語感がいつまでも余韻を残す。
 
 
その朝、青葉深い糺の森にはひんやりと冷気が漂い、空は濁りの
ない鮮やかな浅葱色だった。 「社頭の儀」 見学のため、私たちは斎王代と勅使一行の到着を待 て二時間以上も下賀茂神社 境内で時を費やした。常磐木が放つ青臭い花の匂 に浸されながら、ただひたすら待っていたその折に思い出され 次の歌。
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ほととぎすその神山の旅枕ほの語らひし空ぞわすれぬ
 
式子内親王
 
  
『新古今和歌集』の雑の部に載るこの歌には、 「
斎いつき
の昔を思ひ出
でて」という詞書がある。それは、
作者が斎院だった当時を思い出
して詠んだ歌、つまり懐旧の情がテーマだと示唆するもので、夏歌でも恋歌 もなく雑の部に納められているのも新古今選者の意図を明確に示 いよう。
 
 
ほととぎすよ。その昔、祭の前夜にそ 神山近くの館に宿りした
仮寝よ。お前がしきりに鳴いていた虚空の闇が、やがて次第にほの白み明けていった空が忘れられません。
 
 
過ぎ去った日々への懐かしみにほのかな追慕の情が読後に感じら
れるのは、 「ほの語らひし」の作用が大き 『源氏物語』の「花散里」の巻で、源氏が偶然にも一時期付き合った女の家の前を通りかかり、詠んで贈った歌 ある。
 
  
 
をち返りえぞ忍ばれぬほととぎすほの語らひし宿の垣根に
 
『源氏物語』
 
  
「をち返り」は「引き返し」の意。 「昔、ちょっ 立ち寄って鳴い
た宿の垣根に、また戻って恋しさに耐えかねて鳴い ますよ、ほととぎすは」 。 源氏はほととぎすに成り代わっ 詠んで る。かりそ
めの恋の相手からは、 「そうでしたっけ、よく存じません」と軽くいなされて終わるのだが。
 
 
式子はおそらく師の藤原俊成から源氏の講釈を受けていたろう
し、本歌取りが盛んに行われていた時代である。物語の一場面が持つ艶冶な恋の雰囲気に感応して、自分の世界に取り入れた可能性は高い。また 「ほの語らふ」には男と女 仮初めの逢瀬」 意味が含まれているのに、式子の歌 まつわる恋の情緒を新古今 選者ちはあえて無視し かのようだ。
 
 
おそらく一首が題詠の場で作られなかったことが、式子の歌から
滲む恋の情感を封印したのだろう。詞書 経緯は不明だが 斎院時代を思い出して」という作歌事情の説明からは、恋で なく懐旧の情を汲むのが相応しい。それが当時の和 の基本的なとらえ方 ったと思う。
 
 
歌をそれが作られた「場」から一端解き放ち、歌そのもののニュ
アンスを解読する作業は、正岡子規や与謝野鉄幹らによって和歌が近代化を成し遂げた後となる。 昭和三十年代の前衛短歌運動 後古典和歌も短歌という枠組みの中で自在に鑑賞され始めている
 
 
式子の一首を、馬場あき子は「ほのぼのと露じめりの初夏 夜明
けは訪れ、短い夢はあっ 間に覚めてしまって洗わ た心 色のような空色の空間が、無限の時を秘めて式子の視野 ひろがってゆく」と述べ（ 『式子内親王』紀伊国屋新書） 「窈窕 し その麗しさ限りを知らぬ。各句 頭韻をたどると…（略）…溜息 やうな響
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がひそかに魂に谺する」と記した後、 「王朝歌の白眉か」と賛辞を尽くしたのが塚本邦雄であ （ 『淸唱千首』冨山房） 。
 
 
現代を代表する二人の歌人の優れた鑑賞によって、この一首は現
代歌壇でもよく知られる古典和歌の一つとなった。二人の文章からは、古典が現代に蘇るというより、現代短歌の世界が新たに古典とコラボレートしているかのような印象を受ける。私にとっても四半世紀前に短歌を作りだした頃、両歌人の文章に刺激され古典和歌はこう味わうのか と視野の啓 れる思いのした忘れがたい歌である。
 
 
式子の死後八〇〇年を経た今も下賀茂神社の境内は、澄んだ朝空
が次第に白を含んだ薄水色に変わってゆく。社の森 空を見る もなく眺めていた間、何人もの歌人たち 姿 とりとめもなく脳裏を過っていった。それは深閑とたたずむ古社 ふところ深く、斎王代の行列到着をただ待ち続けた時間の与えてくれた、豊穣な妄念 欠片だったのかもしれない。眼前の「社頭の儀」は滞りな 進められ、やがて何事もな ったように社殿 祭見物 雑踏溢れる日常の景色となった。
 
ほととぎすその神山に鳴きしとふ浅葱の空にいまだも聞かず
 
寺尾登志子
 
見えがたき一生
ひ
と
よの旅のたまゆらに斎王代の花の
顔かんばせ
 
 
（跡見学園女子大学講師・歌人）
 
